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十
日
町
市
の
最
北
部
に
あ
る
集
落
�

小
白
倉
�
そ
こ
に
は
�
30
世
帯
・
約
80

人
が
�
脈
々
と
続
い
て
い
る
農
村
文
化

を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
�
生
活
を
営
ん
で

い
ま
す
�

﹁
美
し
い
日
本
の
む
ら
景
観
コ
ン
テ

ス
ト
﹂
で
�
最
高
賞
を
受
賞
し
た
こ
と

も
あ
る
こ
の
集
落
は
�
平
成
８
年
か
ら

17
年
間
に
渡
り
Ａ
Ａ
ス
ク
ー
ル
（
英
国

建
築
協
会
付
属
建
築
学
校
）
の
﹁
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
ワ
ー
ク
シ
�
ッ
プ
﹂
と
い

う
合
宿
研
修
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
�

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
の
地

域
で
�
こ
の
よ
う
に
国
際
的
な
交
流
を

継
続
し
て
い
る
集
落
は
全
国
的
に
も
珍

し
い
事
例
で
す
�

﹁
キ
�
ン
パ
ス
白
倉
﹂
を
中
心
に
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
る
活
動
の
歴
史
を
ひ

も
解
き
な
が
ら
�
小
白
倉
の
魅
力
と
�

国
際
交
流
の
継
続
の
秘
け
つ
に
迫
り
ま

し
た
�

問
合
せ

：

川
西
支
所
地
域
振
興
課
　

　
　
　
　
☎
７
６
８

�

４
９
５
１

～
小
白
倉
・
小
さ
な
集
落
が
育
ん
だ
世
界
と
の
絆
～

W
elcom

e to “KOSHIRAKURA”

17
年
間
で
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
学
生
は
、
地
形
読

み
取
り
か
ら
始
ま
り
、２
年
目
以
降
は
、

バ
ス
待
合
所
・
東
屋
・
水
飲
み
小
屋
・

集
落
展
望
台
・
ピ
ザ
釜
な
ど
「
地
域
に

役
立
つ
も
の
」
と
い
う
視
点
で
、
施
設

や
設
備
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
学
習
の
成
果
を
試
す
実
践
の

場
だ
け
で
な
く
、�
奇
祭
�
と
し
て
知

ら
れ
る
「
も
み
じ
引

き
祭
り
」
や
、
上
野

地
区
で
毎
年
行
わ
れ

る
仮
装
大
会
な
ど
、

集
落
行
事
に
参
加
し

な
が
ら
地
域
に
根
差

し
た
時
間
も
過
ご
し

て
い
ま
す
。

こ
の
長
い
交
流
に
は
、
大
地
の
芸
術

祭
も
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
第
１
回

展
で
、
江
頭
教
授
と
学
生
と
で
移
動
式

の
大
型
ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
を
作
成

し
、
市
内
の
各
集
落
を
撮
影
す
る
ツ
ア

ー
を
実
施
。
キ
ャ
ン
パ
ス
白
倉
で
カ
メ

ラ
を
制
作
し
た
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
け

ん
引
し
て
巡
っ
た
り
し
、
集
落
の
人
々

と
の
信
頼
関
係
が
グ
ッ
と
深
ま
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

◆
き
っ
か
け

　
｜ 

学
校
ら
し
い
に
ぎ
わ
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
残
し
た
い 

｜

ＡＡスクール
（Architectural Association School of Architecture）

　世界的に有名な建築系の大学。150年以上

の伝統があり、英国で最も古い。独特の学習

システムと高い指導レベルで、世界各国から

学生が集まる。著名な建築家を数多く輩出し

ていて、日本からの留学生も増えている。他

の大学卒業後や、社会人を経験してから入学

する学生も多い。

これまでの経緯 Until Now

川西地域
特 集

平
成
８
年
春
、
Ａ
Ａ
ス
ク
ー
ル
教
授

の
江
頭
慎
さ
ん
が
、
国
内
で
長
期
に
わ

た
り
、
自
然
・
集
落
・
民
家
な
ど
を
体

験
し
な
が
ら
学
習
で
き
る
場
所
を
、
県

を
通
じ
て
探
し
て
い
ま
し
た
。
条
件
を

満
た
す
場
所
が
見
つ
か
ら
な
い
中
、
旧

川
西
町
職
員
が
県
に
小
白
倉
集
落
を
紹

介
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

出
会
い
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
２
年

前
、
小
白
倉
で
は
集
落
の
中
心
的
存
在

だ
っ
た
白
倉
小
学
校
が
閉
校
。
集
落
と

し
て
は
、
残
っ
た
校
舎
を
あ
く
ま
で
も

学
校
ら
し
い
取
組
み
に
活
用
し
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
具

体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
見
い
出
せ
ず
に
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
矢
先
に
Ａ
Ａ
ス
ク
ー

ル
の
合
宿
研
修
先
の
話
が
あ
り
、
受
け

入
れ
る
こ
と
を
決
断
し
た
の
で
す
。

一
度
に
滞
在
す
る
の
は
、
20
人
近
く

も
の
外
国
の
学
生
た
ち
。
最
初
は
言
葉

が
通
じ
な
い
こ
と
に
と
ま
ど
い
や
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
言
葉
を
越

え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

校
舎
も
「
キ
ャ
ン
パ
ス
白
倉
」
と
名

付
け
ら
れ
、
Ａ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
拠
点
と

し
て
、
ま
た
地
域
活
性
化
施
設
と
し
て

の
利
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

◆
活
動
の
歴
史 

｜ 
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
展
開 

｜

●AAスクールウェブサイト（英語）：http://www.aaschool.ac.uk/
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

交流の“今”the present time

江口　克子さん

（小白倉・65歳）

今回は６か国、９人の学生た

ちが１日だけ、私の家にホーム

ステイしてくれました。みんな、

夕食を好き嫌いなく食べてくれ

ました。毎回、ほとんどの学生

が残さないで食べてくれるのがうれしいです。

以前は、ホームステイをした学生を連れて長野県小

布施の北斎館や善光寺に連れて行ったこともありま

す。好奇心旺盛な学生が舐めるように観察していたこ

とが今でも忘れられません。

集落の住民は、学生を集落の一員として受けとめま

す。だから特別扱いはしません。それが17年間続く

秘訣かもしれないですね。

クリシャンさん

（ケニア出身）

３週間の小白倉での生活と活

動の集約である、もみじ引き祭

りが思い出深いです。祭りのた

めに制作した数々の遊具や紅葉の木を担いだり、押し

たり、引っ張ったりして、集落の人たちと学生全員が

一丸となりました。文化や言葉、年齢の違いが消えた

その瞬間に共有した空間こそが、私たちがしつらえた

とても美しい建築だったと思います。

カロリーナさん

（コロンビア出身）

作業を進めるうちに気がつい

たことは、誰がどこをデザインしたかということはあ

まり重要ではなく、地元の人が親しみをもてる物であ

るということが大事だということです。小さな建物で

も、繰り返し補修したり改善したりすることで、たく

さんの記憶と歴史が刻まれます。そして、物を制作す

ること以上に大切なことは、お祭りに参加し、集落内

でいっしょに生活することで、家族の一員として受け

入れてくれる小白倉の気さくな気質に触れられたこと

でした。

バス停（1997年制作）

見晴らし台（2003年制作）

水飲み小屋（2000年制作）

交流
の声

現
在
の
交
流
は
、
17
年
間
で
培
っ
た

実
績
と
信
頼
関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
今
年
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
今
ま
で
建
築
し
た

施
設
を
改
築
す
る
も
の
で
、
集
落
内
の

変
化
を
感
じ
な
が
ら
現
状
に
合
わ
せ
た

も
の
に
作
り
変
え
る
作
業
と
な
り
ま

し
た
。

住
民
と
の
交
流
も
毎
年
の
恒
例
で

す
。
集
落
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
熱
く

語
り
合
う
な
ど
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に

深
い
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。

今
年
の
活
動
の
メ
ー
ン
は
、
過
去
に

作
成
し
た
３
つ
の
施
設
の
改
修
で
し

た
。
経
年
劣
化
や
豪
雪
で
大
き
く
損
傷

し
た
施
設
に
新
し
い
命
を
吹
き
込
み
ま

し
た
。

活
動
す
る
の
は
、
雪
の
降
ら
な
い
国

に
住
む
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
学

生
た
ち
は
冬
の
小
白
倉
を
調
べ
、
施
設

が
厳
し
い
冬
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、
ま

た
、
大
が
か
り
な
雪
囲
い
の
手
間
が
か

か
ら
な
い
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
集
落
の
皆
さ
ん
を
思

う
学
生
の
優
し
さ
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

長
年
の
調
査
や
研
究
の
積
み
重
ね

が
、
機
能
的
で
景
観
に
溶
け
込
む
よ
う

な
デ
ザ
イ
ン
を
生
み
、
そ
こ
で
暮
ら
す

集
落
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
し
て
機
能
し
て

い
る
の
で
す
。

合
宿
研
修
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
、
歓
迎
会
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
と
き
の
学
生
た
ち
に
は
、
ま
だ
硬
い

表
情
が
拭
い
き
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
が
、
集
落
の
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か

い
サ
ポ
ー
ト
や
集
落
行
事
へ
の
参
加
な

ど
で
少
し
ず
つ
心
と
心
が
寄
り
添
っ
て

い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
最
後
の
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ

ー
で
は
、お
互
い
が
涙
を
流
し
な
が
ら
、

別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

改
修
に
は
地
元
の
人
と
の
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�

ン
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
�︵
写
真
右
︶

交
流
会
で
は
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
�
ジ
�
ス

チ
�
�
な
ど
で
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
！
︵
写

真
上
︶

●白倉ランドスケープワークショップホームページ（英語）：http://www.koshirakura.org/●白倉ランドスケープワークショップホームページ（英語）：http://www.koshirakura.org/

訪れる
 しょ（人）

迎える
 しょ（人）

小白倉にて９月初旬に行われる「もみじ引き祭り」

笑顔と涙にあふれたワークショップも、小白倉最大のイベ
ント“お別れパーティー”で無事閉幕。
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

　
何
の
知
識
も
技
術
も
な
い
素
人
集
団

が
小
白
倉
で
国
際
交
流
活
動
を
始
め
て

17
年
と
い
う
月
日
が
過
ぎ
ま
し
た
。
多

く
の
人
々
の
協
力
と
支
援
に
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て

み
る
と
、
交
流
と
は
人
と
人
と
の
お
互

い
の
信
頼
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
も
過
去
に
訪

れ
た
多
く
の
学
生
た
ち
と
つ
な
が
り
な

が
ら
、
と
き
ど
き
往
来
し
て
情
報
を
交

換
し
て
い
ま
す
。

　
当
委
員
会
で
は
こ
れ
か
ら
更
に
広
い

視
野
に
立
っ
て
、
多
く
の
国
々
の
学
生

と
広
い
年
代
層
で
国
際
交
流
活
動
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
メ
ン
バ
ー
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
の
で
、新
し
い
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
や
建
築
に
関
心
が
あ
る
人
は

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
小
白
倉
は
、
地
形
・
自
然
・
集
落
・

民
家
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
人
の
魅
力
な

ど
研
修
に
必
要
な
も
の
が
全
て
揃
っ
て

い
ま
す
。
世
界
的
に
み
て
も
非
常
に
珍

し
く
貴
重
な
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　
現
代
の
建
築
家
は
、
決
め
ら
れ
た
予

算
に
合
わ
せ
て
モ
ノ
を
作
り
ま
す
。
学

生
た
ち
に
は
、
い
き
な
り
図
面
を
作
成

す
る
の
で
は
な
く
て
地
域
の
特
性
や
住

ん
で
い
る
人
た
ち
の
人
柄
に
触
れ
な
が

ら
、
自
由
に
、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
も

の
を
見
る
目
を
養
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

建
物
に
人
が
合
わ
せ
て
い
く
の
で
は
な

く
、
そ
の
建
築
物
に
関
わ
る
多
く
の
人

の
思
い
を
形
に
変
え
、
長
く
愛
着
を
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
施
設
を
作
り
出

せ
る
建
築
家
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
小
白
倉
の
体
験
が
役
立

ち
ま
す
。

　
そ
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
と
い
っ
し

ょ
に
自
立
し
た
集
落
と
し
て
、
全
国
の

モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

白倉国際交流委員会

江口　通博さん

（小白倉・62歳）

AAスクール教授

江頭　慎さん

（ロンドン在住・48歳）

交
流
を
深
め
て
き
た
江
口
さ
ん
と
江
頭
さ
ん
�
こ
れ
か
ら
の
小
白
倉
�
こ
れ
か
ら

の
交
流
に
つ
い
て
�
２
人
が
そ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
�

支出
5億5,982万円

収入
7億2,281万円

水道料金
7億1,323万円
98.7％

その他（負担金・手数料・雑収益・特別利益）
958万円　1.3％

動力費 6,851万円 12.2％

減価償却費
1億8,034万円
32.2％

人件費
8,157万円
14.6％

支払利息
4,267万円
7.6％ 委託料 6,039万円 10.8％

その他
1億0,506万円
18.8％

各種手数料
1,647万円
2.9％

資産減耗費
481万円
0.9％

収 入  1億4,020万円

支  出
3億5,634万円

補償金 927万円 6.6％

企業債
1億1,660万円
83.2％

加入金 568万円 4.0％

耐震化工事
9,404万円
26.4％

配水管布設・
布設替工事
7,142万円
20.0％

負担金 865万円 6.2％

損益勘定留保資金など
　　2億1,614万円

※収入が支出に対して不足す
　る額は、減価償却費などの
　留保資金で補てんします。

※収入が支出に対して不足す
　る額は、減価償却費などの
　留保資金で補てんします

企業債償還金 1億6,789万円 47.1％

その他
2,299万円
6.5％

 支出
2億4,210万円

収入
3億4,693万円

給水収益
3億4,656万円
99.9％ その他（負担金・

手数料・雑収益）
37万円 0.1％

動力費
3,494万円
14.4％

減価償却費
 8,887万円
36.7％

人件費 3,273万円 13.5%

支払利息
2,071万円
8.6％

委託料
2,107万円
8.7％

その他
2,226万円
9.2％

修繕費 2,152万円 8.9％

　平成23年度水道事業決算と平成24年度上半期

の業務状況をお知らせします。

■問合せ：上下水道局事務係　☎757-6531

23年度決算

24年度上半期の業務状況

※給水栓数は調定件数（平均）
※給水量は、調定水量

給水業務量の状況
平成24年４月１日～９月30日

損益計算書
平成24年４月１日～９月30日

区　　分
24年度
上半期

23年度
上半期

比　　較

増減 比率（％）

給水栓数
（栓）

12,210 12,151 59 0.5

給
水
量

総量（㎥）1,795,574 1,771,421 24,153 1.4

一日平均
（㎥）

9,812 9,680 132 1.4

※消費税相当分を
　除いて表示

収益的収入及び支出
〔税抜〕

資本的収入及び支出
〔税込〕

（業務量）

１.　給水栓数

２.　年間総給水量

３.　一日平均給水量

４．主な建設改良事業

　　・配水管布設及び布設替工事

………………………12,207栓

……………3,582,687㎥

………………9,789㎥

……18件

これからの "KOSHIRAKURA"for the future

道事業のお　 らせ知水

小
白
倉
は
�
来
年
か
ら
新
た
な
取
組

み
を
始
め
る
予
定
で
�
こ
れ
か
ら
も
地

域
を
守
る
た
め
の
挑
戦
を
続
け
ま
す
�

十
日
町
市
の
山
間
地
域
は
�
少
子
高

齢
化
・
過
疎
化
�
保
育
園
や
学
校
の
統

廃
合
な
ど
�
地
域
の
コ
ミ
�
ニ
テ
�
を

継
続
す
る
に
あ
た
り
�
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
�
小
白
倉
集
落

の
経
験
や
こ
れ
ま
で
培
�
て
き
た
も
の

が
�
こ
う
い
�
た
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト

に
な
る
は
ず
で
す
�
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◆
市
展
賞

　「
祝
金
婚
﹃
絆
・
若
き
許
嫁
﹄」

　
　
庭
野
雅
弘
　
　（
田
中
町
本
通
り
）

◆
奨
励
賞

　
　
曽
根
知
子
　
　（
新
座
３
）

◆
佳
　
作

　
　
中
林
賢
次
郎
　（
学
校
町
２
）

◆
奨
励
賞

　
　
瀬
沼
哲
夫
　
　（
小
千
谷
市
）

◆
佳
　
作

　
　
関
川
捷
次
　
　（
小
千
谷
市
）

◆
市
展
賞

　「
紫
」　

　
　
内
山
美
恵
子
　（
小
千
谷
市
）

◆
市
展
賞

　「
晩
秋
土
堰
堤
」

　
　
根
津
一
良
　（
尾
崎
）

　
　
※
作
品
は
左

◆
奨
励
賞

　
　
原
　
進
　
　（
稲
荷
町
３
北
）

　
　
角
山
　
正
　（
上
新
田
３
）

　
　
大
淵
利
夫
　（
小
千
谷
市
）

　
10
月
20
日
㈯
�
23
日
㈫
の
４
日
間
�
第
45
回
十
日
町
市
美
術
展
が
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
�
今
年
は
8
部
門
に

２
３
０
人
か
ら
２
７
９
点
（
日
本
画
11
�
洋
画
53
�
版
画
9
�
現
代
美
術
34
�
彫
刻
9
�
工
芸
17
�
書
道
35
�
写
真
１
１
１
）

の
応
募
が
あ
り
�
審
査
の
結
果
54
点
が
入
賞
し
ま
し
た
�
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
�（
敬
称
略
）

■
問
合
せ

　

生
涯
学
習
課
　
☎
７
５
７

�

８
９
１
８

日
本
画

洋
　
画

彫
　
刻

現
代
美
術

書
　
道

版　画
工　芸

写　真

◆奨励賞

　　室橋浩一　（長岡市）

◆新潟日報美術振興賞  　

　　小川　仁　（長岡市）

◆佳　作

　　阿部松三　（大黒沢１）

◆市展賞

　「十石十色Ⅱ」

　　松本山丹　（中島町）

◆
市
展
賞

　「
ガ
ン
ジ
ー
と
キ
ン
グ
牧
師
は
⋮
」

　
　
中
　
豊
和
　
　（
稲
葉
）

◆
奨
励
賞

　
　
村
山
三
智
男
　（
高
田
町
３
西
）

　
　
小
林
千
夏
　
　（
十
日
町
総
合
高
校
）

◆
市
展
賞

　「
明
日
へ
の
マ
ー
チ
」

　
　
田
口
正
樹
　
　（
木
落
）

◆
奨
励
賞

　
　
須
藤
　
功
　
　（
下
町
）

　
　
斎
藤
馨
爾
　
　（
本
屋
敷
）

　
　
清
水
　
正
　
　（
木
島
）

　
　
根
津
正
喜
　
　（
田
川
町
２
）

　
　
大
島
　
実
　
　（
津
南
町
）

◆
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
樋
熊
義
則
　
　（
下
町
）

◆
佳
　
作

　
　
鈴
木
洋
一
　
　（
松
代
）

　
　
樋
熊
フ
サ
子
　（
新
座
４
―

２
）

　
　
小
野
塚
久
　
　（
田
中
町
本
通
り
）

　
　
樋
口
芳
一
　
　（
荒
屋
）

　
　
津
端
　
保
　
　（
津
南
町
）

　
　
山
内
正
胤
　
　（
学
校
町
１
）

　
　
和
田
明
子
　
　（
倉
俣
）

　
　
山
田
里
美
　
　（
十
日
町
総
合
高
校
）

　
　
小
坂
幸
平
　
　（
稲
荷
町
西
）

◆
市
展
賞

　「
王
維
詩
」

　
　
西
潟
浩
平
　
　（
福
島
）

◆
奨
励
賞

　
　
庭
野
美
奈
子
　（
本
町
６
―

３
）

　
　
樋
口
ゆ
か
り
　（
上
川
町
）

◆
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
泉
澤
芳
久
　（
南
魚
沼
市
）

◆
佳
作
賞

　
　
杉
本
千
晴
　（
南
新
田
町
２
）

　
　
島
田
美
穂
　（
新
座
３
）

　
　
山
岸
玲
子
　（
越
�
沢
）

十

町

美

日

市

術
展

第
₄₅
回

◆市展賞　

　「青釉　大鉢」

　　村山大介　　　（伊達３）

◆奨励賞

　　山内正胤　　　（学校町１）

◆新潟日報美術振興賞 

　　徳永隆男　　　（本町７―２）

◆佳　作

　　五十嵐江美子　（小荒戸）

◆
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞 

　
　
保
坂
さ
つ
き
（
姿
２
）

◆
佳
　
作

　
　
田
村
友
紀

　（
十
日
町
総
合
高
校
）

　
　
石
田
成
美
　
（
十
日
町
総
合
高
校
）

　
　
茂
野
正
明
　
（
上
野
）

◆
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　
　
井
上
美
代
子
　（
下
川
原
町
）

◆
佳
　
作

　
　
関
口
耕
二
　
　（
袋
町
中
）

　
　
丸
山
京
子
　
　（
千
歳
町
２
）

　
　
髙
野
し
げ
子
　（
南
魚
沼
市
）

　
　
久
保
田
久
子
　（
河
内
町
）

　
　
小
林
幸
一
　
　（
津
南
町
）



魚沼基幹病院（仮称）

275床程度・17科（現状＋４科）

３次救急

連携

医師派遣連携

新十日町病院

地域中核病院の
モデル病院を目指す！

① 新・病棟システム　　　 急性期→亜急性期（＋緩和ケア）のシームレス対応
② 新・救急医療システム　 地元消防と連携した救急・災害医療体制強化
③ 新・臨床研修プログラム （県内病院初）総合医育成研修プログラム　

３次医療

２次医療

救急
ワークステーション
ドクターカー

【設置：地元自治体】

一次応急診療所
【設置：地元自治体】

がん治療・緩和ケア
センター【充実】

リハビリセンター 
【新設】

医療・介護連携機能
【充実】

臨床研修プログラム
【新設】

開業医

開業医 保健センター

在　宅

当番医

十日町市中魚沼郡医師会
十日町地域医療連携協議会

医師派遣
連携

一体的運営

津南病院
松代病院

中条病院

中条第二病院

上村病院

魚沼基幹病院の後方支援機能

地元医療機関との
役割分担

枠で囲んだ部分は地元自治体と
調整し進めていきます。

介護福祉
施設
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〈
新
病
院
の
位
置
付
け
と
役
割
〉

⑴
地
域
中
核
病
院
の
モ
デ
ル
病
院

　
地
域
完
結
型
医
療
を
基
本
と
し
た

地
域
中
核
病
院
の
モ
デ
ル
病
院

⑵
魚
沼
基
幹
病
院
（
仮
称
）
と
の
連
携

と
役
割
分
担

　
魚
沼
基
幹
病
院
（
仮
称
）
や
地
域

医
療
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、
入
院

治
療
を
必
要
と
す
る
二
次
救
急
を
担

い
、
一
般
急
性
期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
の
亜
急
性
期
ま
で
の
医
療
を
提
供

〈
基
本
方
針
〉

⑴
患
者
本
位
の
信
頼
さ
れ
る
病
院

⑵
患
者
な
ど
に
や
さ
し
い
病
院

⑶
周
辺
環
境
と
調
和
し
利
便
性
の
高
い

病
院

⑷
働
き
や
す
さ
と
効
率
化
を
目
指
す
病
院

⑸
働
く
人
に
や
さ
し
い
病
院

⑹
地
域
に
根
ざ
し
た
病
院

⑺
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

病
院

⑻
地
震
、
災
害
な
ど
に
強
く
安
全
性
の

高
い
病
院

⑼
高
度
情
報
化
に
対
応
す
る
病
院

⑽
省
エ
ネ
・
経
済
性
に
配
慮
し
た
病
院

〈
新
病
院
の
診
療
機
能
〉

⑴
地
域
医
療
の
確
保
・
充
実

①
地
域
中
核
医
療
機
能

・
入
院
は
急
性
期
か
ら
亜
急
性
期
を
担

当
、
外
来
は
患
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
専
門
外
来
を
開
設

・
周
辺
医
療
機
関
な
ど
と
の
連
携
に
よ

り
、
地
域
の
中
核
的
役
割
と
魚
沼
基

幹
病
院
（
仮
称
）
の
後
方
支
援
機
能

を
担
う

②
地
域
連
携
の
機
能
強
化

・
病
院
と
病
院
・
病
院
と
診
療
所
の
連

携
の
中
心
的
役
割
を
担
う
た
め
の
地

域
連
携
機
能
を
整
備

・
患
者
の
病
態
に
応
じ
た
円
滑
な
移
動

環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
連
携

パ
ス
を
整
備

・
高
度
診
断
機
器
を
整
備
し
、
周
辺
医

療
機
関
か
ら
の
検
査
依
頼
に
対
応

③
患
者
サ
ポ
ー
ト
体
制

・
患
者
窓
口
機
能
の
一
本
化
と
医
療
対

話
仲
介
者
の
配
置

⑵
救
急
医
療
の
機
能
強
化

・
二
次
救
急
医
療
を
担
う

・
休
日
一
次
応
急
診
療
所
（
地
元
自
治

体
設
置
）
と
の
連
携

・
救
急
隊
員
が
常
駐
す
る
救
急
ワ
ー
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携

・
新
消
防
本
部
庁
舎
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
活
用

⑶
が
ん
医
療
の
充
実

　
　
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
設
置
と
地
域
の

が
ん
治
療
・
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
的

機
能
を
整
備

⑷
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
機
能

　
　
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

急
性
期
（
亜
急
性
期
を
含
む
）
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
外
来
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
整
備

⑸
特
殊
診
療
機
能

①
周
産
期
医
療
機
能

　
　
産
婦
人
科
と
小
児
科
の
充
実
及
び

地
域
の
周
産
期
医
療
機
能
を
整
備

②
腎
不
全
医
療
（
透
析
）

　
　
地
域
内
の
慢
性
期
人
工
透
析
実
施

医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
人
工
透

析
機
能
を
整
備

⑹
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
機
能
の
確
保

　
　
災
害
医
療
支
援
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
）
を
保
有
し
、
地
域
災
害
医
療
セ

ン
タ
ー
機
能
を
確
保

⑺
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院

　
　
地
元
自
治
体
な
ど
が
実
施
す
る
へ

き
地
医
療
を
支
援

⑻
医
療
・
介
護
の
連
携

　
　
地
元
自
治
体
な
ど
が
実
施
す
る
在

宅
医
療
を
支
援
す
る
機
能
を
整
備

⑼
臨
床
研
修
指
定
病
院

　
　
研
修
医
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
臨
床

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
実
施
し
、

研
修
環
境
を
整
備

⑽
そ
の
他
の
機
能
（
医
師
な
ど
の
ス

タ
ッ
フ
確
保
）

　
　
魅
力
あ
る
臨
床
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
導
入
な
ど
に
よ
る
医
師
確
保
、
看

護
師
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
確
保
の
た

め
、
地
元
自
治
体
が
誘
致
す
る
看
護

師
等
養
成
所
の
各
種
研
修
・
実
習
に

対
応
で
き
る
体
制
を
確
保

〈
新
病
院
の
施
設
規
模
〉

⑴
診
療
科

　
17
科
を
基
本
と
す
る
（
状
況
の
変

化
に
よ
り
、
見
直
す
場
合
が
あ
り
）

総
合
診
療
科
、
内
科
、
神
経
内
科
、

心
療
内
科
、
漢
方
内
科
、
外
科
、
整

形
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
小
児
科
、

泌
尿
器
科
、
産
婦
人
科
、
眼
科
、
耳

鼻
咽
喉
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
、
放
射
線
科
、
麻
酔
科
、
歯
科
口

腔
外
科
　
※
太
字
は
新
規
追
加

⑵
病
床
数

　
一
般
病
床
２
７
５
床
程
度

⑶
施
設
面
積

　
２
万
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度

⑷
用
地
面
積

　
１
万
７
千
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度

〈
新
病
院
の
設
置
場
所
〉

　
十
日
町
市
高
山
地
内
（
現
在
地
）

〈
新
病
院
の
建
設
計
画
〉

　
平
成
25
年
度
着
工
及
び
平
成
27
年
部

　
分
開
院

〈
新
病
院
の
運
営
主
体
〉

　
平
成
27
年
を
目
途
に
運
営
主
体
を
決
定

［新潟県立十日町病院整備基本計画］

地域中核病院のモデル病院を目指します
　新潟県では、６月20日から７月３日の間に「新潟県立十日町病院整備基本計画」（案）に対する

意見募集を行いました。その結果を踏まえ、県が整備基本計画を策定しましたのでお知らせします。

なお計画では、現在地で平成25年度着工、平成27年部分開院を目指すとしています。

　詳細については、新潟県のホームページ、市役所地域中核病院建設推進室及び各支所市民生活課

で閲覧できますのでご利用ください。

■問合せ：地域中核病院建設推進室　☎757-3187

県策定の新十日町病院　整備イメージ

第
１
章

　
新
病
院
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方

第
２
章

　
新
病
院
の
整
備
概
要

第
３
章 

部
門
別
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
割
愛
し
て
い
ま
す

「
新
潟
県
立
十
日
町
病
院
　整
備
基
本
計
画
」
の
概
要

｜  十日町病院整備基本計画 ｜｜  十日町病院整備基本計画 ｜

新病院は
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ピ
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ク
ア
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プ
ニ
ュ
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知っています
か？とおかまちの

反映
状況

主な意見の内容 県の対応

Ⅰ

医師確保の対策、取組みをどう考えてい

るか。

臨床研修プログラムの導入などにより、医師確保に

万全を期すとともに、スタッフ確保について、計画

に追記します。

現行と同じ病床数の根拠を示してほしい。
将来推計人口や医療需要の見込みにより現状と同数

としました。今後、説明する機会を設けます。

Ⅲ

ドクターカーも計画に加えてほしい。
救急ワークステーション機能にドクターカーも含ま

れており、連携して運用します。

ゆとりのある病室にしてほしい。各階に

車椅子用トイレを設置してほしい。
患者などにやさしい病院として整備を進めます。

Ⅳ

現在の駐車場はとても狭い。冬期も配慮

した十分なスペースを確保してほしい。

敷地の拡張を含め地元自治体の協力を得ながら、費

用対効果を検証した上で、十分な駐車スペースの確

保を検討します。

松代病院との連携について具体性が欠け

ている。

松代病院は当面現状を維持し、将来的には十日町病

院との一体的運営を図っていく方針です。

Ⅴ

現時点で運営主体が決まらず病院建設が

可能か。運営は、県立県営でするべき。

運営主体は、病院建設後に指定管理者を決定する方

法もあります。公設民営を排除しないこととし、平

成27年を目途に経営面及び人材確保面で安定的な

医療提供が可能な運営主体の選定作業を行い、この

間、混乱を招くことがないよう運営します。

ヘリポートを病院屋上に設置してほしい。

積雪期間の維持管理に課題があり、ドクターカーの

運用効果の方が高いため、現段階ではヘリポートは

設置しないこととしました。

【県民意見の提出状況】　意見の提出者は227人、件数は337件で、意見の概要は次のとおりです。　

意見内容（件数の多い順） 件数 割合 主な意見

運営主体 213件 63.2% 県立県営維持、運営主体の早期決定 ほか

駐車場スペースなどの確保 26件 7.7% 十分な駐車スペースの確保 ほか

医療機能 20件 5.9% 医療機能の充実、ヘリポートの設置 ほか

医師などのスタッフ確保 17件 5.0% 医師などのスタッフ確保の具体策 ほか

施設規模 15件 4.5% 診療科・病床数の増 ほか

松代病院のあり方 12件 3.6% 松代病院のあり方、連携 ほか

施設整備 12件 3.6% 施設機能の充実、スペースの拡充 ほか

建設地 2件 0.6% 建設地の条件、要望 ほか

周辺整備 2件 0.6% 周辺道路・駐車場整備 ほか

その他 18件 5.3% 地元自治体の役割、住民への情報提供 ほか

計 337件 100.0%

【県民意見の整備基本計画への反映状況】

意見の反映状況 件数 備　　考

Ⅰ　反映したもの 21件

意見反映件数 37件Ⅱ　一部反映したもの 0件

Ⅲ　既に記述済みのもの 16件

Ⅳ　今後の検討とするもの 50件

Ⅴ　その他記述を変更しなかったもの 245件

※　質問など 5件

計 337件

【県民意見の主な内容と県の対応】

よ～く
見てみよう。
とおかまち

　全問正解者の中から抽選で５人に1,000円分の図書カードをプレゼントします。当選者は１月

10日号の市報で氏名を公表させていただきます。

◆応募方法：12月10日㈪までに、「写真」を添え電子メールで下記に応募してください。応募の

際は、電子メールアドレス・郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号もお忘れなく。また、併

せて市報への感想や要望もお寄せください。

◆応募：koho@city.tokamachi.lg.jp　

◆問合せ：企画政策課秘書広報係　☎757-3112

十
日
町
地
域

松
代
地
域

松
之
山
地
域

川
西
地
域

中
里
地
域

ヒント：石彫シンポジウムの作品の一
つ。姉妹都市イタリアコモ市の作家が
両市の友好の継続を願い、作りました

ヒント：柏崎からの玄関口のシンボル
的な存在の橋。一度は目にしたことも
ある人も多いのでは？

ヒント：松代地域の中心部にある風見
鶏。松代高校生は毎日見ているかも？

ヒント：これは人形？それとも土器？
大地の芸術祭の真っ赤な作品

ヒント：新潟県の名水に選ばれている
清水。醸造用水として使用されてきた
名水は、来館者？の喉を潤しています

◎ルール説明
　ヒントを頼りに５か所の写真を
すべて撮影のうえ、電子メールで
お送りください。
※ズームでなくても構いません
が、同じようなアングルで撮
影してください

※他人の写真を使用するなど、転
載は認めません

※カメラはコンパクトカメラでも
携帯カメラでも構いません

※受信容量の制限から、写真５枚
で２MB以下にしてください

　すっかり秋も深まり、お出かけにも良い季節になりました。「知っていますか ? とおかまち

のこんなとこ、あんなとこ」と題して、今回は各地域から１題ずつ選んだ、意外に知らないモ

ノを写真問題として企画しました。応募は簡単、ヒントを手がかりに下記に掲載された写真と

同じ場所に行って、写真を撮って送るだけ。ご家族で、仲間内で、わいわい楽しみながら十日

町を発見してください。

｜  十日町病院整備基本計画 ｜
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

の
生
活
に
見
る
被
差
別
部
落
の

技
術
と
文
化
」
開
催
、
時
間

：

午
後
３
時
〜
４
時
50
分
、
講

師

：

川
元
祥
一
さ
ん
（
作
家
・

ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
） 

柏
崎
市
市
民
活
動
支
援
課
（
☎

０
２
５
７
―
２
３
―
５
１
１

１
） 

内

天
候
を
振
り
返
っ
て
」 

◎
独
自
気
象
観
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
農
業 

◎
農
業
支
援
気
象
情
報
シ
ス
テ

ム
「
の
う
く
ら
う
ど
」
体
験

セ
ミ
ナ
ー
※
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
、

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
無
償
貸
出 

池
田
徹
さ
ん
（
気
象
予
報
士
、

㈱
気
象
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役

社
長
）  

池
田 

（
☎
７
６
１
―
７
３
０

２
）

市
総
合
体
育
館

無
料

講
演
会「
た
だ
一
撃
に
か
け
る
」

講
師

：

栄
花
直
輝
さ
ん
（
第
15

回
世
界
剣
道
選
手
権
大
会
全
日

本
男
子
強
化
コ
ー
チ
、
北
海
道

警
察
本
部
）

十
日
町
剣
友
会
・
根
津
（
☎
７

５
２
―
２
８
３
７
）

情
報
館

無
料

生
越（
☎
７
５
６
―
２
２
８
１
）

・
　
①
11
月
19
日
㈪
、
②
11
月

22
日
㈭
午
後
７
時
（
開
場
は
６

時
30
分
）
①
松
之
山
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
、
②
千
手
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

無
料 

各
30
人 

◎
講
演
「
今
年
の
春
か
ら
秋
の

11
月
18
日
㈰
〜
25
日
㈰
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
７
時（
日
曜
日
・

祝
日
は
５
時
ま
で
、
25
日
は
４

時
ま
で
）

　

19
日
㈪

　
講
演
会
の
後
、
講
師
に
よ
る
剣

道
特
別
講
習
会
も
開
催
し
ま
す
。

11
月
17
日
㈯
午
後
２
時
〜
（
開

場
は
１
時
）

11
月
25
日
㈰
午
前
10
時
〜

日￥問 問 内会 休
第
７
回
フ
ォ
ト
企
画
妻
有

写
真
展

体
験
交
流
施
設
の
っ
と
こ
い

新
そ
ば
の
会

11
月
17
日
㈯
午
後
７
時
30
分

〜
、
18
日
㈰
午
後
２
時
〜

中
央
公
民
館

無
料

　
二
瓶
（
☎
０
９
０
―
７
８
１
６

―
７
７
３
４
）
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://o

n
n
o
ji.

o
k
o
sh

i-y
a
su

.co
m

/

）

日日

日

日

会

会

会

￥

￥￥定内

講

問

問

劇
団
御
の
字 

第
28
回
公
演
・

20
周
年
記
念
本
公
演
第
２
弾

「
ベ
ニ
ク
ラ
ゲ
の
告
白
と
、
続
々
の
お
話
」

第
３
回 

気
象
セ
ミ
ナ
ー 

天
候
変
動
を
読
む
！

平成24年度 子ども博物館Ⅲ

「縄文クッキーづくり」
　冬の子ども博物館は、クリやクルミ、トチ

の実などを使って縄文クッキーをつくり、実

際に食べてみます。

12月８日㈯  午後１時30分～

３時30分（受付１時20分～ )

小学４～６年生

500円（材料費）

先着10人（保護者の参加可）

道具と材料は博物館で用意します。汚れて

もよい服装で参加してください

・　・　11月24日㈯までに、申込書（対

象者には学校で配布済み）に参加費を添え

て博物館（☎757-5531）

日

対

￥

定

他

会 問申

　
大
学
な
ど
か
ら
里
山
研
究
の
専

門
家
を
招
き
、
里
山
の
未
来
を
語

り
合
う
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
23
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

無
料

雪
と
深
く
関
わ
る
自
然
や
文
化

を
背
景
と
し
た
「
雪
里
」
か
ら
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
ま
す

森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ
（
☎
５
９

５
―
８
３
１
１
）

第
18
回 

里
山
学
会

日会￥問 内

　８月前半に市内13か所で撮影した映画「彼」

が完成し、全国に先駆けて試写会が開かれます。

当日は、猪浦直樹監督の舞台挨拶もあります。

11月24日㈯第１部：午後１時～、第２部：

午後７時～

情報館

無料

十日町市ロケ応援団事務局（十日町市観光協

会内☎757-3345）

オール新潟ロケの映画試写会決定

十
日
町
剣
友
会
創
立
60
周
年
記
念

剣
道
講
演
会
「
た
だ
一
撃

に
か
け
る
」

日

会

￥

問

※
Ｙ
Ｏ

｜

Ｂ
Ｅ
会
員
に
は
ポ
イ

ン
ト
進
呈

20
人

飲
み
物
・
タ
オ
ル

永
井
亮
太
さ
ん
（
笑
い
ヨ
ガ

リ
ー
ダ
ー
）

・
　
中
里
総
合
Ｙ
Ｏ

｜

Ｂ
Ｅ
事

務
局（
☎
７
６
１
―
７
４
７
４
）

会￥他問

３
日
㈬
平
日
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
10
分

十
日
町
パ
ソ
コ
ン
カ
レ
ッ
ジ

就
職
を
希
望
す
る
人

無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自

己
負
担
あ
り

18
人

12
月
12
日
㈬
ま
で
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
十
日
町
へ

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
☎
０
２
５
―
７
９
４
―
２
４

１
０
）    

　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
本
と
事
務

ス
キ
ル
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
25
年
１
月
８
日
㈫
〜
４
月

　
笑
い
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を
合
わ

せ
た
新
た
な
健
康
法「
笑
い
ヨ
ガ
」。

心
も
体
も
健
康
に
な
れ
る
笑
い
ヨ

ガ
を
ぜ
ひ
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

11
月
17
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

中
里
総
合
セ
ン
タ
ー

幼
児
か
ら
ど
な
た
で
も

１
０
０
円（
小
学
生
以
下
無
料
）

問 日

日

会

会

対定

定持

￥

￥ 対

申
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

ビ
ジ
ネ
ス
実
務
科

平
成
25
年
１
月
入
校
生
募
集

県
薬
剤
師
会 

県
民
公
開
講
座

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
っ

て
、
な
ぁ
に
？
in
長
岡
」

Ｙよ
Ｏ

｜ー
Ｂべ
Ｅ

笑
い
ヨ
ガ
体
験
会

問

申 講
11
月
19
日
㈪
午
後
１
時
〜
３
時

無
料

日￥

内講

第
２
回 

家
族
介
護
教
室
・

介
護
者
交
流
事
業

認
知
症
の
話
、
懇
談
会

金
子
裕
美
子
さ
ん
（
㈳
認
知
症

の
人
と
家
族
会
の
会
新
潟
支
部

代
表
）

・
　
・
　
11
月
15
日
㈭
ま
で
に

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好

園
・
金
沢
（
☎
７
５
６
―
２
１

０
６
）

申

会

問

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い

て
の
講
演
会
で
す
。

11
月
25
日
㈰
午
後
１
時
〜
２
時

30
分

日自衛隊父兄会十日町支部から

○受験資格
　15歳以上17歳未満の男子
　 平成8年4月2日から平成10年4月1日
　 までの間に生まれた者
○受付期間
　 推薦：12月7日㈮まで　一般：平成25年1月7日㈪まで

○受験資格
　15歳以上17歳未満の男子
　 平成8年4月2日から平成10年4月1日
　 までの間に生まれた者
○受付期間
　 推薦：12月7日㈮まで　一般：平成25年1月7日㈪まで

陸上自衛隊高等工科学校
生徒募集のお知らせ

広告掲載

２
８
０
―
５
１
８
４
）

　
医
療
に
関
す
る
患
者
や
家
族
な

ど
か
ら
の
心
配
、
疑
問
な
ど
の
相

談
に
看
護
師
が
対
応
し
ま
す
。

平
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
３
時

●
相
談
窓
口
＝
☎
０
２
５
―
２
８

０
―
５
７
８
１
、　
０
２
５
―

２
８
５
―
５
７
２
３
、
電
子
メ

ー
ル

：n
g

t0
4
0
2
2
0
@

p
re

f.

n
iig

a
ta

.lg
.jp

　
身
近
な
窓
口
と
し
て
、
保
健
所

で
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

新
潟
県
福
祉
保
健
部
医
務
薬
事

課
医
療
指
導
係
（
☎
０
２
５
―

県
民
医
療
安
全
相
談
窓
口

の
ご
案
内

日

Ｆ

問

十
日
町
市
芸
術
協
会

第
22
回 

チ
ャ
リ
テ
ィ
展
覧
会

　
市
立
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
実
現
を
目

指
し
て
、
会
員
の
作
品
を
展
示
・

販
売
し
ま
す
。

12
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
８
時
（
２
日
は
５
時

ま
で
）

中
央
公
民
館

無
料 

若
月
（
☎
０
９
０
―
７
４
２
８

―
０
５
５
８
） 

日会￥問　
人
権
問
題
に
関
す
る
理
解
を
深

め
る
展
示
会
で
す
。

12
月
５
日
㈬
〜
10
日
㈪
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
５
日
は
午
後

１
時
か
ら
、
10
日
は
午
後
１
時

ま
で
）

柏
崎
市
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー

レ
（
柏
崎
市
）

無
料

５
日
は
記
念
講
演
会
「
私
た
ち

「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」

柏
崎
展
パ
ネ
ル
展
示

日会￥

問

他
体
験
交
流
施
設
の
っ
と
こ
い

一
般

：

１
、
５
０
０
円
、
中
学

生
以
下

：

８
０
０
円 

そ
ば
打
ち
が
で
き
る
服
装

春
川（
☎
７
５
９
―
２
２
１
６
） 

　
里
親
は
親
の
病
気
や
家
庭
の
事

情
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら

家
庭
の
温
も
り
に
恵
ま
れ
な
い
子

ど
も
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入

れ
、
愛
情
を
持
っ
て
養
育
す
る
人

の
こ
と
で
、
子
ど
も
の
幸
せ
の
た

め
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
制
度
の
詳
細
は
最
寄
り
の

児
童
相
談
所
ま
た
は
里
親
会
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
里
親
会
魚
沼
支
部
（
☎

０
２
５
―
７
９
２
―
２
６
９

１
） 

新
潟
県
里
親
会 

魚
沼
支
部

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

問

他



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

16市報とおかまち　平成24年11月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成24年11月10日号17

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

咽
喉
科
が
休
診
と
な
り
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。十

日
町
病
院
経
営
課
（
☎
７
５

７
―
５
５
６
６
）

　
子
育
て
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
皆

さ
ん
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
音

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

12
月
１
日
㈯
午
前
10
時
15
分
〜

11
時
30
分
（
開
場
は
10
時
）

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

無
料

先
着
30
人
※
要
事
前
申
込
み

和
太
鼓
、
ジ
ャ
ズ
な
ど

託
児
あ
り
（
６
歳
ま
で
）
※
11

月
28
日
㈬
ま
で
に
予
約

・
　
小
幡
（
☎
７
６
８
―
３
７

４
０
）

か
。「
社
会
参
画
へ
の
意
識
づ
け
」

を
テ
ー
マ
に
講
話
を
聞
い
て
、
同

じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
る
人
と
話
を

し
て
不
安
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

　
12
月
８
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

　
中
央
公
民
館

　
無
料

　
20
人

韮
澤
文
隆
さ
ん
（
長
岡
市
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

　
・
　
12
月
６
日
㈭
ま
で
に
フ
ォ

ル
ト
ネ
ッ
ト
代
表
・
関
口
（
☎

７
５
２
―
４
３
０
６
）ま
た
は
、

企
画
政
策
課
協
働
推
進
係
（
☎

７
５
７
―
３
６
９
３
）

申

問

定
先
着
30
人

こ
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故

の
予
防
と
手
当
て
、
こ
ど
も
の

病
気
へ
の
対
応

・
　
11
月
16
日
㈮
ま
で
に
日
赤

十
日
町
市
地
区
（
十
日
町
市
社

会
福
祉
協
議
会
内
☎
７
５
０
―

５
０
１
０
）

　
不
活
化
ポ
リ
オ
の
追
加
接
種

（
4
回
目
の
接
種
）
が
10
月
23
日

か
ら
定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た
。

　
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
な
ど
、

学
校
が
苦
手
な
子
ど
も
に
つ
い
て

不
安
に
思
い
、
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

男
女
共
同
参
画
推
進
委
託
事
業

「
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
進
め

る
た
め
に
⑤
」
講
話
と
座
談
会

日会

会

￥

￥定内他

申

問

講 定

子
育
て
応
援

元
気
！
ほ
っ
と
♡
コ
ン
サ
ー
ト

日

問

問

申

問
十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

体
験
教
室
・
イ
ベ
ン
ト

【
11
月
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
会
】

11
月
２
日
㈮
〜
30
日
㈮

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー

生
後
６
か
月
〜
大
人

４
回
受
講

：

５
、
０
０
０
円

日対￥他日 会
１
回
受
講

：

１
、
５
０
０
円

教
室
内
容
や
バ
ス
利
用
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

【
祝
日
施
設
一
般
開
放
】

11
月
23
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー（
☎
７
５
８
―
３
３
４
３
）

パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡
（
長
岡
市
）

無
料

先
着
２
０
０
人
※
事
前
申
込
み

が
必
要

講
演

：

第
１
部
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
使
用
促
進
に
つ
い

て
」講
師

：

近
藤
秀
昭
さ
ん（
厚

生
労
働
省
医
政
局
経
済
課 
後

発
医
薬
品
使
用
促
進
専
門
官
）、

第
２
部
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
有
効
活
用
〜
社
会
と
医
療

〜
」講
師

：

上
野
和
行
さ
ん（
新

潟
薬
科
大
学
薬
学
部
薬
物
動
態

学
研
究
室
教
授)

・
　
11
月
20
日
㈫
ま
で
に
㈳
新

潟
県
薬
剤
師
会
（
☎
０
２
５
―

２
８
１
―
７
７
３
０
）

会￥定内申

問

　
新
し
く
で
き
た
子
育
て
グ
ル
ー

プ
で
す
。
気
楽
に
わ
ら
べ
歌
を

日

「
わ
ら
べ
っ
こ
」
お
茶
会

会 歌
っ
た
り
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
し

ま
せ
ん
か
。
※
要
予
約

11
月
21
日
㈬
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
※
出
入

り
自
由
（
10
時
〜
ア
ロ
マ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
。
希
望
者
の

み
）

本
城
院
護
国
寺
（
本
町
１
）

３
０
０
円
（
お
茶
・
菓
子
代
）

※
ア
ロ
マ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

５
０
０
円
が
別
途
必
要

親
子
※
親
だ
け
の
参
加
も
可

服
部
（
☎
０
９
０
―
６
９
６
８

―
３
１
１
０
）

￥問 対

11
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

本
町
分
庁
舎

15
歳
以
上
で
全
時
間
受
講
で
き

る
人

１
、５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・

保
険
料
）

日会対￥
幼
児
安
全
法
支
援
員

養
成
講
習
会

十
日
町
病
院
耳
鼻
咽
喉
科

臨
時
休
診
の
お
知
ら
せ

問 　
11
月
26
日
㈪
・
27
日
㈫
は
耳
鼻

追
加
接
種
は
、
初
回
接
種
終
了
後

12
か
月
に
達
し
た
と
き
か
ら
18
か

月
に
達
す
る
ま
で
を
標
準
的
な
接

種
期
間
と
し
、
そ
の
期
間
に
1
回

接
種
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
体
調

の
良
い
と
き
に
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。健

康
支
援
課
母
子
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
５
９
）

ポ
リ
オ
追
加
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

内

　
農
業
委
員
会
で
は
、
過
去
に
農

地
か
ら
宅
地
な
ど
に
転
用
し
た
土

地
の
履
行
調
査
を
11
月
12
日
㈪
か

ら
市
内
全
域
を
対
象
に
パ
ト
ロ
ー

ル
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
農
地
の

違
反
転
用
や
不
法
投
棄
の
防
止
に

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す

市民スポーツ大会結果８ 回第
　10月８日（体育の日）を中心に、第８回市民スポーツ大会が開催され、大勢の参加者がさわやか

な汗を流しました。各競技の優勝選手・チームを紹介します。（敬称略）

大会名 種　　別 優　　勝 大会名 種　　別 優　　勝

　スポーツ振興課

　☎756-5013

問

2012十日町
RUN・ ラ ン
リ レ ー カ ー
ニバル

ち
び
っ
こ

ラ
ン

小学低学年男子 島田成大（城ヶ丘ＸＣ）
小学低学年女子 鈴木笑未（城ヶ丘ＸＣ）
小学高学年男子 山田駿平（城ケ丘ＸＣ）
小学高学年女子 林春季（城ヶ丘ＸＣ）

４
×
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー

フ ァ ミ リ ー
城ヶ丘ボーイズ

（村山凛、池田隆汰、大
平昂耶、櫻井太貴）

一 　 般
川中OB

（庭野勇吾、星名来紀、
高橋智哉、渡貫多聞）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
リ
レ
ー

フ ァ ミ リ ー
城ヶ丘ボンバーズ

（山田駿平、島田優太、
尾身大地、関口樹）

一 　 般
チームアロンα

（関口友基、保坂涼太、
佐藤隆平、村山蒼哉）

フットサル大会 ＮＮＣ

テ ニ ス シ ン
グルス大会

男 子 Ａ 小川拓海（協会Jr）
男 子 Ｂ 長谷川勝己（ＬＴＣ）
女 子 Ａ 阿部澄（ＹＹＴＣ）
女 子 Ｂ 池田奈央（協会Jr）

男女混合９人制バレーボール大会 十日町クラブ
第48回市民
体 操 競 技 大
会

小学生男子個人総合 高野翔大（馬場小学校）
小学生女子個人総合 高野真佑（馬場小学校）
中学生女子個人総合 鈴木結依（南中学校）

宮沢杯・小山杯
争奪バスケット
ボール競技会

一 般 男 子 ＴＫＢ　ＴＲＩＢＥ
一 般 女 子 オールディーズ
シ ニ ア ＧＧ’ ｓ

ソ フ ト テ ニ
ス大会

男 子 の 部 宮沢佳吾・根津具隆
（十中ＯＢクラブ）

女 子 の 部 高木香織・岩田幾久美
（リバーウェスト）

婦 人 の 部 桑原麻衣・関口麻莉子
（ＬＳＴ）

市 民 ス ポ ー
ツ の 日 卓 球
大会

中 １ 男 子 佐藤俊之介（川西中学校）
中 １ 女 子 宮澤茉那（十日町中学校）
中 ２ 男 子 小宮山永（中条中学校）
中 ２ 女 子 丸山佳乃（川西中学校）
一 般 男 子 富井和輝（川西クラブ）
一 般 女 子 相崎幸子（下条クラブ）
シ ニ ア 髙野恒善（卓栄会）

学童野球
大会

小 学 校 ５ 年 生 以 下 千手タイガース
小 学 校 ６ 年 生 ＡＹファイターズ

400歳野球大会 ウエストタイガー

相 撲 競 技 大
会

団 体 上野小学校
小 学 １ ・ ２ 年 生 関真成（東小学校）
小 学 ３ 年 男 子 登坂凌也（上野小学校）
小 学 ３ 年 女 子 高橋海月（上野小学校）
小 学 ４ 年 生 佐藤豪（吉田小学校）
小 学 ５ 年 生 滝澤海斗（十日町小学校）

第41回郡市
柔道大会

小 学 １ ・ ２ 年 生 中村優彦（十日町小学校）
小 学 ３ ・ ４ 年 生 高橋颯汰（水沢小学校）
小 学 ５ ・ ６ 年 生 佐久間夢月（千手小学校）
中 学 生 ２ ・ ３ 年 生 風巻光（津南中等教育学校）
一般・高校・中学生　女子 数藤亜希（川西中学校）
一 般・ 高 校　 軽 量 桑原光希（津南柔道会）
一 般・ 高 校　 重 量 西野慎（十日町市柔道会）

ソフトボール大会 オールウェーズ

第28回ジュ
ニ ア バ ド ミ
ントン大会

シ
ン
グ
ル
ス

小 学 ３ ・ ４
年 生 男 子

源藤友人（十日町バドミ
ントン少年団）

小 学 ３ ・ ４
年 生 女 子

山賀友代（松代ラヴォー
ルＢＴ）

小 学 ５ ・ ６
年 生 男 子

澤潟士以（十日町バドミ
ントン少年団）

小 学 ５ ・ ６
年 生 女 子

安部空羽（西地区スポー
ツ友の会）

中 学 生 男 子 武田涼馬（松代ラヴォー
ルＢＴ）

ダ
ブ
ル
ス

小 学 生 男 子 澤潟士以・田畑澪頼（十
日町バドミントン少年団）

小 学 生 女 子 関谷雅衣・中村陽菜
（松代ラヴォールＢＴ）

中 学 生 男 子 武田涼馬・柳歩夢
（松代ラヴォールＢＴ）

秋 季 市 民 バ
ド ミ ン ト ン
大会

シ
ン
グ

ル
ス

男 子 Ａ 中山雄介（川西クラブ）
男 子 Ｂ 武田涼馬（まつだい）
女 子 春日歩美（十日町高校)

ダ
ブ
ル
ス

男 子 Ａ 水落将志・吉田貴行（下
条バドミントンクラブ）

男 子 Ｂ 細井幸雄・武田翼
（まつだい)

女 子 笠原裕子・樺沢聡美
（10days town）

剣 道 競 技 大
会

小 学 校 低 学 年 丸山太一（十日町）
小 学 校 高 学 年 樋口遼汰（十日町）
中 学 校 男 子 小海謙太（十日町）
一　般　・　高　校 樋口秀夫（十日町）

空 手 道 競 技
会

幼児・小学校１・２年男子形 岡村翼（東小学校）
幼児・小学校１・２年女子形 藤田涼花（西小学校）
小学校３・４年男子形 井口尚也（水沢小学校）
小学校３・４年女子形 野上結羽（中条小学校）
小学校５・６年男子形 藤田舜士（西小学校）
小学校５・６年女子形 中尾美咲（西小学校）
中 学 生 男 子 形 福島治樹（中条中学校）
中 学 生 女 子 形 矢野智夏子（下条中学校）
幼児・小学校１・２年男子組手 岡村翼（東小学校）
幼児・小学校１・２年女子組手 江村ほのか（津南小学校）
小学校３・４年男子組手 井口尚也（水沢小学校）
小学校３・４年女子組手 池田桃子（中条小学校）
小学校５・６年男子組手 井口史也（水沢小学校）
小学校５・６年女子組手 小野島怜美（松代小学校）
中 学 生 男 子 組 手 福島治樹（中条中学校）
中 学 生 女 子 組 手 戸邊いつみ（松之山中学校）

市民ハイキング 行き先長野県・乗鞍岳　参加者数53人
市長杯争奪ゲートボール大会 むつみ

大会名 種　　別 優　　勝
第17回川西ソフトバレーボール大会 ＴＥＡＭ　ＨＯＳＡＫＡ
中 里 バ レ ー
ボール大会

６人制レディースの部 ＭＡＸ’Ｓ　Ｌ
９ 人 制 の 部 ＭＡＸ’Ｓ

中里テニス大
会兼高木杯

男 性 の 部 池田隆夫
女 性 の 部 井之川智子

第18回まつ
の や ま 湯 鳥
駅伝大会

小 学 生 の 部 松小がんばるぞ！
中 学 生 の 部 仮面ライダー ボーズ
ゆ と り の 部 三省の風

第40回健康マラソン 参加者数　188人

《その他のスポーツ大会結果》
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千
手
温
泉
千
年
の
湯
（
☎
７
６

８
―
２
９
８
８

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

際
、
本
人
の
ほ
か
家
族
の
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
も
併
せ
て

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証

書
）
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て

保
険
料
を
納
付
す
る
人
に
つ
い
て

は
、
翌
年
２
月
上
旬
に
控
除
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
１

１
７
）、
ま
た
は
六
日
町
年
金

復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
の
予
約
申
込
み
を
受
付
中

　
復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
は
、
エ
コ
住
宅
の
新
築
や
エ
コ

リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
場
合
に
ポ
イ

ン
ト
が
発
行
さ
れ
、
被
災
地
の
産

品
や
製
品
な
ど
と
交
換
で
き
る
制

問

新潟県知事選挙
開票結果

十日町市長及び
十日町市議会議員
一般選挙の日程が
決定しました

　任期満了に伴う新潟県知事選挙が、10月21日㈰に行われました。今回

の選挙では３人が立候補し、即日開票の結果、泉田裕彦氏が当選しました。

　十日町市における、投開票結果は、次のとおりとなっています。

　平成25年４月30日任期満了に伴う「十日町市長及び十日町市議会議

員一般選挙」の日程を、次のとおり決定しましたのでお知らせします。

●告示日：平成25年４月14日㈰

●投票日：平成25年４月21日㈰

※立候補予定者説明会は３月下旬を予定しています

　市選挙管理委員会　☎757-3191

県知事選挙開票結果（得票数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

候補者名 いずみだ 裕彦 ひわたし しじお マック赤坂 合　　計

得票数 27,079 1,633 370 29,082

十日町市の投票率

選挙当日有権者数（人） 投票者数（人） 棄権者数（人） 投票率（％）

男 23,611 14,164 9,447 59.99

女 25,176 15,243 9,933 60.55

合　計 48,787 29,407 19,380 60.28

全国大会出場おめでとう
　10月18日㈭、川西支所で秋季各種全国大会に

出場する選手の壮行会が行われました。大会・

選手は次のとおりです。（敬称略）

第43回ジュニアオリンピック陸上競技選手権大会

10月27日㈯～ 28日㈰

日産スタジアム（神奈川県横浜市）

写真左から田邊千夏（十日町中）、片桐瞬（川

西中）、志賀聖子（松之山中）

日

会

㈫
午
前
10
時
30
分
か
ら
開
催
し
ま

す
。
現
地
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

●
土
地
＝
①
四
日
町
新
田
２
６
６

―
４
（
２
４
９
・
87
㎡
）、
②

四
日
町
新
田
２
６
７
―
４
外
１

筆
（
５
１
５
・
19
㎡
）

●
申
込
期
限
＝
12
月
11
日
㈫
午
後

５
時
ま
で

●
入
札
日
時
・
場
所
＝
12
月
19
日

㈬
午
前
11
時
〜
／
長
岡
国
道
事

務
所

　
国
土
交
通
省
長
岡
国
道
事
務
所

経
理
課
（
☎
０
２
５
８
―
36
―

４
５
６
１
）

　
国
有
財
産
を
一
般
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す
。
入
札
に
必
要
な
手

引
書
は
12
月
３
日
㈪
ま
で
長
岡
国

道
事
務
所
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
場
説
明
会
を
12
月
４
日

問
国
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
は
年
末
調
整
・
確
定

申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成
24

年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
人
に
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

を
11
月
上
旬
に
発
送
し
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
を
軽

も
努
め
て
い
き
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
７
６

３
―
２
５
１
５
）

問

事
務
所
国
民
年
金
課
（
☎
０
２

５
―
７
１
６
―
０
８
０
０
）

問

十日町税務署から
説明会のお知らせ

　十日町税務署では、所得税の青色

申告決算書の作成などについて、次

のとおり説明会を開催します。

【営業所得関係】

①12月３日㈪ 午後１時30分～３時

②12月４日㈫ 午前10時～11時30分

　　　　　  午後１時30分～３時

①松代総合センター

②中央公民館

　※都合のよい会場に出席してください

【農業所得関係】

12月６日㈭ 午前10時～11時30

分、午後１時30分～３時

十日町農業協同組合本店

十日町税務署　☎752-3181

日

日

問

会

会

工
藤
（
☎
０
９
０
―
７
９
３
６

―
５
９
４
２
）

【
高
齢
者
の
住
ま
い
ト
ラ
ブ
ル
１

１
０
番
】

11
月
16
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
高
齢
者
専

用
賃
貸
住
宅
の
入
居
一
時
金
、

保
証
人
、
契
約
、
解
約
な
ど
に

関
す
る
弁
護
士
無
料
電
話
相
談

●
相
談
電
話
＝
☎
０
５
７
０
―
０

７
３
―
１
６
５
※
当
日
の
み
・

予
約
不
要

千
年
の
湯
臨
時
休
館

　
定
期
点
検
の
た
め
、
11
月
29
日

㈭
・
30
日
㈮
は
休
館
し
ま
す
。

問

問

日会
新
潟
大
学 

法
律
相
談
部

無
料
法
律
相
談
会

日内

　
離
婚
・
相
続
・
賃
貸
借
な
ど
の

民
事
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
※
事
前
電
話
申
込
み
が
必
要

12
月
２
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

新
潟
大
学
五
十
嵐
キ
ャ
ン
パ
ス

（
新
潟
市
）

●
電
話
受
付
＝
11
月
16
日
㈮
〜
18

日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

（
16
日
は
午
後
１
時
〜
）

●
受
付
電
話
番
号
＝
☎
０
２
５
―

２
６
３
―
３
０
６
０
、
☎
０
２

５
―
２
６
１
―
３
２
７
９
※
期

間
中
の
み

度
で
す
。
対
象
工
事
の
着
工
・
着

手
期
限
は
10
月
31
日
を
も
っ
て
終

了
し
ま
し
た
が
、
ポ
イ
ン
ト
発
行

申
請
は
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
対
象
住
宅
の
住
所
が
被

災
地
の
場
合
に
限
り
、
ポ
イ
ン
ト

発
行
申
請
に
事
前
に
必
要
と
な
る

予
約
の
受
付
も
継
続
さ
れ
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
ポ
イ
ン
ト
発
行
の

申
請
を
し
て
被
災
地
商
品
な
ど
と

交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局

（
☎
０
５
７
０
―
２
０
０
―
１

２
１
）

問

【
外
国
人
の
た
め
の
一
斉
相
談
会
】

11
月
17
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

新
潟
県
弁
護
士
会
館（
新
潟
市
）

外
国
人
を
対
象
と
し
た
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
、
ロ
シ
ア
語
、
タ
イ
語
、

タ
ガ
ロ
グ
語
、
ウ
ル
ド
ゥ
語
、

シ
ン
ハ
ラ
語
に
よ
る
面
談
・
電

話
無
料
法
律
相
談

●
相
談
電
話
＝
☎
０
５
７
０
―
０

４
５
―
５
３
３
※
当
日
の
み
・

予
約
不
要

新
潟
県
弁
護
士
会
（
☎
０
２
５

―
２
２
２
―
５
５
３
３
）

問 日会
新
潟
県
弁
護
士
会
か
ら
相

談
会
の
お
知
ら
せ

内

　自動交付機の利用は、窓口で申請書を記入する必要がないため、待ち時間が短

縮でき、さらに窓口よりも手数料が安くなります。

証明書自動交付機をご利用ください

【稼働日時と設置場所】

●稼働日時

毎日午前８時～午後８時

※土・日曜日、祝日も稼働します

※12月31日～１月３日は休止します

●設置場所

　市役所本庁舎１階（正面玄関の風除室内）

【使用できるカード】

　・住民基本台帳カード

　・印鑑登録証

【利用の前に登録手続きをお願いします】

　自動交付機の利用を希望する人は、事前に窓口

で手続きをしてください。

●申請者

　利用者本人のみ（代理不可）

証明書の種類
手数料

自動交付機 窓口

住民票（本人及び同じ世帯員のもの） 250円 300円

印鑑登録証明書（本人のもの） 250円 300円

戸籍証明書（本籍が十日町市で本人のもの） 400円 450円

戸籍の附票（本籍が十日町市で本人のもの） 250円 300円

※全て最新のものに限ります

　市民生活課市民年金係　☎757-3116

簡単 早い
安い 便利

●登録に必要なもの

・住民基本台帳カード、または印鑑登録証

・写真付きの本人確認書類（運転免許証、パスポ

ートなど）

・印鑑（認印可）

・数字４けたの暗証番号

【交付できる証明書と手数料】

問
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　平成22年度から市街地を15計画区に分割し、順次地籍調査を進め、併せて分かりやすい住所表

示に変更しています。

寄付ありがとう
10月25日届出分まで（敬称略）

●とおかまち応援寄附金＝猪飼達也（長岡

市）、今村周（神奈川県藤沢市）、秋山透

（埼玉県さいたま市）、宮入紀彦（神奈川

県川崎市）、宮入窈子（神奈川県川崎市）、

餘吾実千代（東京都葛飾区）

●平和基金へ＝原水爆禁止十日町市協議会

（500,000円）

●情報館へ＝狭間秀夫（兵庫県宝塚市）、

十日町市聴覚障害者福祉協会、村山博（稲

荷町３本通り）、北鐙坂有志の会、富井

栄一（上野）、金山有紘（霜条）、星名い

志（上野）、関口久子（西浦町西）、近藤

キク（加賀糸屋町）、小島文（高田町３西）、

中沢政廣（美雪町２）、滝澤和平（上川手）

庭野勇吉（高田町３南）、阿部和誉（本

町６- １）、後藤麻衣子（千葉県柏市）

問 　
給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
の

納
付
は
、
事
業
主
に
よ
る
特
別
徴

収
（
給
与
天
引
き
）
が
原
則
で
す
。

現
在
、
県
と
市
町
村
で
は
対
象
の

す
べ
て
の
事
業
主
か
ら
、
特
別
徴

収
を
実
施
し
て
も
ら
う
た
め
の
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
別
徴

収
の
適
正
な
実
施
を
図
る
た
め
、

11
月
30
日
ま
で
の
期
間
で
、
特
別

徴
収
未
実
施
事
業
所
へ
の
訪
問
や

業
界
団
体
へ
の
依
頼
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

税
務
課
市
民
税
係
（
☎
７
５
７

―
３
７
１
６

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
で

　
県
内
企
業
に
よ
る
合
同
企
業
説

明
会
で
す
。
※
申
込
み
不
要

11
月
27
日
㈫
午
後
１
時
〜
４
時

30
分
※
入
退
場
自
由

朱と

鷺き

メ
ッ
セ
（
新
潟
市
）

来
年
３
月
大
学
な
ど
の
卒
業
予

定
者
、
平
成
22
年
３
月
以
降
に

大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
人

参
加
企
業
／
80
社

※
参
加
企
業
な
ど
詳
細
は
新
潟

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
（「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

い
が
た
」
で
検
索
）

県
労
政
雇
用
課
（
☎
０
２
５

｜

２
８
０

｜
５
２
７
０
）

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
い
が
た

２
０
１
３

日問 会対他

一人で悩まず相談してください

　配偶者やパートナーからの暴力、セクシュアル

ハラスメント（性的嫌がらせ）、ストーカー行為、

性犯罪などは女性の人権を侵害するものであり、

決して許される行為ではありません。このような

問題でお悩みのときは、ぜひ相談してください。

相談内容 相談窓口 電話番号 開設時間

配偶者やパート
ナーからの暴力

新潟県女性福祉相談所 
（配偶者暴力相談支援
センター）

☎025-381-1111 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

ＤＶ・児童虐待相談フ
リーダイヤル

☎0120-26-2928 毎日　午前９時～午後10時

新潟県男女平等推進相
談室

☎025-285-6605
月～金曜日　午前11時～午後６時（受付は
午後５時30分まで）、土曜日　午前10時～
午後５時（受付は午後４時30分まで）

十日町市子育て支援課 ☎757-9169 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

配偶者やパート
ナーからの暴力、
ストーカー被害、
性的嫌がらせ

女性被害110番 ☎025-281-7890 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

十日町警察署 ☎752-0110 月～金曜日　午前９時～午後５時45分

女性の人権問題

女性の人権ホットライン

☎0570-070-810
（全国共通番号）
☎025-229-0211
（PHS・IP電話用）

月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

新潟地方法務局十日町
支局 

☎752-2575 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

職場での性的嫌
がらせや性別に
よる差別

新潟労働局雇用均等室 ☎025-288-3511 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

女性の総合相談
女性相談専用電話（十
日町市企画政策課内）

☎757-3701 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

11月12日㈪～25日㈰
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

　企画政策課協働推進係　☎757-3693問

市街第１計画区の住所表示が変更になります
●市街第１計画区

　（該当行政区：山本町１丁目～５丁目）

　平成22年度から着手した市街第１計画区で

ある、山本・山本町地区の地籍調査が完了し、

12月３日に登記が完了します。

　それに伴い、同日をもって山本・山本町地区

に居住の皆さんの住所が変更になります。

　当該地区の人には概要をお知らせしました

が、住所変更手続きに必要な各種証明書や手続

きのしおりなどは、12月上旬ごろに該当する

人や事業所などに郵送します。（新旧地番対照

表や手続きのしおりは市ホームページでも見る

ことができます）

■変更例

　変更前表示：十日町市山本○○番地

　　　　　　　十日町市山本町××番地

　変更後表示：十日町市山本町一丁目○○番地

　　　　　　　十日町市山本町二丁目△△番地

　　　　　　　十日町市山本町三丁目××番地

　　　　　　　十日町市山本町四丁目ＡＡＡ番地

　　　　　　　十日町市山本町五丁目ＢＢＢ番地

市街第２～５計画区の進捗状況
●市街第２計画区

　（該当行政区：本町１丁目上、本町西１丁目、

袋町東、袋町中、袋町西、十日町栄町、昭和

町１丁目）

　平成23年度から調査を開始した市街第２計

画区については、関係機関との日程調整の結果、

登記完了（住所表示変更）が平成25年秋ごろ

の見込みとなりました。

●市街第３計画区

　（該当行政区：本町１丁目下、本町東１丁目、

本町２丁目、本町３丁目、宮下町東、宮下町西、

諏訪町、神明町、関口樋口町、水野町、若宮町）

　平成24年度から調査を開始した市街第３計

画区については、当初平成26年度に登記完了

の予定でしたが、関係機関と日程調整の結果、

登記完了（住所表示変更）が市街第２計画区と

同じく平成25年秋ごろの見込みとなりました。

●市街第４計画区

　（該当行政区：高田町１丁目、高田町２丁目、

昭和町２丁目、昭和町３丁目、西寺町、七軒

町、加賀糸屋町、泉町、駅通り）

●市街第５計画区

　（該当行政区：本町4丁目、本町５丁目、昭

和町４丁目、稲荷町１丁目、稲荷町２丁目、

稲荷町３丁目東、稲荷町３丁目南、田中町東、

田中町西、田中町本通り、西浦町東、西浦町

西（旭町））

　平成25年度から調査に入ります。

※地籍調査の進捗をはかるため、２つの計画区

を同時に実施する予定です

※調査に入る前に関係者へ案内文書を送付する

とともに、説明会を開催しますので、参加を

お願いします

　また、円滑な調査のために現地調査前に隣接

の土地所有者と筆界（境界）について話し合い

をお願いします。

地籍調査（町界町名整理）

事業について
お知らせします

　都市計画課地籍調査係　☎757-3342問
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地元で食べる。

その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。
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江
戸
時
代
も
中

期
な
る
と
、
村
々

で
も
芸
能
文
化
が

花
開
き
、
祭
礼
奉

納
に
こ
と
よ
せ
、

芝
居
興
行
を
催
す

よ
う
に
な
り
、
芝

居
用
の
貸
衣
装
屋

も
現
れ
ま
し
た
。
六
箇
村
船
坂
の
徳
永

家
（
大
坂
屋
）
も
そ
の
一
軒
で
す
が
、

松
之
山
郷
か
ら
魚
沼
郡
一
帯
に
貸
し
出

し
、
繁
盛
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
天
保
12
（
１
８
４
１
）
年
、
大
坂
屋

に
ゆ
か
り
の
あ
る
啓
助
は
、
上
田
の

「
熊
木
の
兄
さ
」
に
誘
わ
れ
て
新
潟
で

の
芝
居
興
行
に
衣
装
方
と
し
て
同
行
す

る
こ
と
に
な
り
、
５
月
１
日
に
道
具
を

整
え
出
立
し
ま
し
た
。
翌
２
日
、
新
潟

に
着
く
と
、
実
は
芝
居
興
行
は
蝦え

夷ぞ

地

（
北
海
道
）
の
松
前
で
行
う
の
だ
と
知

　
　
　（
ク
イ
ズ
の
答
え
は
27
ペ
ー
ジ
）

八
の
巻

№ 27そばいなり 　おいなりさんの中身は、そばも合うと驚かされる一品。
小腹が空いたときやお酒の後などに最適です。

◯89

【今月のテーマ】

　「家
うち

読
どく

」は読書を通して家族のコミュニケー

ションを図ろうという試みです。学校での「朝

の読書」をきっかけとした読書の習慣を家庭に

も広げ、家族で感想を話し合うことで、家族の

コミュニケーションを深められたら、との思い

から家読の推進がスタートしました。

　また、学校での朝の読書は集中して授業に入

れるなど生活リズムの向上に寄与しています。

家読はこうした読書の効用を家庭にも取り入

れ、生活リズムの向上にもつながる活動として、

国民運動「早ね早おき朝ごはん」の趣旨にも沿

った活動です。

　読書は個人的な活動ですが、感想を話し合っ

たりすることで、コミュニケーション能力や読

解力、表現力を高めることにもつながります。

家読は、子どもも大人もいっしょに成長し心の

豊かさを育む活動でもあるのです。

　家読のやり方に特に決まりはありません。基

本は“読んだ本について家族で話す”というこ

とだけです。それぞれの家庭の事情に合わせて、

習慣的に本をめぐる会話を楽しみましょう。同

じ本を読めば会話がいっそう盛り上がります。

推進の指針として参考になるのが、子どもたち

が考えてくれた５つの家読の約束です。

●問合せ：生涯学習課　☎ 757-8918

家
うち

読
どく

のすすめ

船
坂
・
徳
永
家
文
書
「
懐
中
録
」

「越後農援隊」越後の農業を広めたい

松
前
に
渡
っ
た
歌
舞
伎
興
行

衣
装
方
の
記
録
①

　そばいなりは、千年の市じろばたで平成18年から販売され始

めました。この一品が生まれたきっかけは、併設のレストランで

提供するそばが余ることがあり、その活用方法を探る中で、生ま

れたものです。

　現在では、一日に500個以上売れることもある人気商品となっ

ています。その人気は、先月、南魚沼市で行われた国際ご当地グ

ルメグランプリで、総合第５位に入賞したほどです。

　こだわりは、地元産のそばのみを使用していること、じっくり

煮て味付けした油揚げに合う、味付けしたそばを詰めていること。

十日町市を代表するご当地グルメに成長しつつあるそばいなり

を、ぜひお試しください。

　〈おいしい食べ方〉そのまま、または温めてください。

●問合せ：農林課農業企画係　☎757-3120

■
問
合
せ

：

博
物
館

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

�

５
５
３
１

ら
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
も
役
者
は
既
に

松
前
に
出
帆
し
た
の
こ
と
、
啓
助
は
大

い
に
驚
き
ま
し
た
。
松
前
で
興
行
す
る

と
言
え
ば
大
坂
屋
は
衣
装
を
貸
さ
な
い

と
思
っ
た
熊
木
の
計
ら
い
だ
っ
た
の
で

す
。

　
本
当
に
採
算
が
取
れ
る
の
か
、
啓
助

は
太
夫
元
・
熊
木
・
世
話
人
の
金
多
賀

屋
と
連
日
話
し
合
い
ま
し
た
が
、
熊
木

の
熱
意
に
負
け
、
仕
方
な
く
松
前
へ
行

く
決
心
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
18
日
、

一
行
は
明
栄
丸
と
い
う
船
に
乗
り
込

み
、
松
前
を
目
指
し
て
日
本
海
を
北
上

し
て
い
き
ま
し
た
。︿
続
く
﹀

※千年の市じろばた（中央町）で、
　１個90円で販売

《子どもたちが考えた家読の約束》

　① 家族で同じ本を読もう

　② 読んだ本で話そう

　③ 感想ノートをつくろう

　④ 自分のペースで読もう

　⑤ 家庭文庫をつくろう

猪俣　光弘さん
1981年生

㈲いち粒　勤務

先月の小野塚裕子さんからのバトンタッチ

　
雪
下
に
ん
じ
ん
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
販
売
を
手
掛

け
、
20
年
前
に
父
が
創
業
し
た
会
社
で
営
業
企
画
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
父
の
年
齢
の
こ
と
、
こ
の
地

が
誇
れ
る
農
業
を
も
っ
と
広
め
た
い
と
の
思
い
で
、

８
年
前
に
地
元
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
雪
下
に
ん
じ
ん
は
、
こ
の
地
が
誇
れ
る
産
品
の
一

つ
。
無
添
加
で
良
質
な
に
ん
じ
ん
を
材
料
に
し
た
こ

の
商
品
は
、
首
都
圏
や
関
西
の
百
貨
店
を
始
め
海

外
の
高
級
ス
ー
パ
ー
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
海
外
で
は
「
雪
下
」
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ

れ
な
い
な
ど
、に
ん
じ
ん
の
説
明
に
苦
戦
し
つ
つ
も
、

商
談
を
進
め
る
こ
と
に
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
社
の
商
品
価
値
を
落
と
さ
な
い
よ

う
に
、
世
界
へ
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
内
に
日
本
最
大
の
雪
下
に
ん
じ
ん
の
雪
室
が

あ
れ
ば
、
地
域
が
発
展
す
る
と
思
い
ま
す
。
高
齢

化
に
直
面
す
る
中
で
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、
農
産

業
発
展
の
た
め
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
で
す
。



わが家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！
申込み・問合せは企画政策課秘書広報係　☎757-3112まで

元気なお年寄りを紹介し、
健康の秘けつなどをうかがいます。
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▼
﹁
な
か
さ
と
食
の
文
化
祭
﹂
は
出
品
し

て
い
た
だ
く
料
理
に
�
必
ず
地
元
の
食
材

を
一
品
以
上
使
う
こ
と
が
ル
�
ル
で
す
�

今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
出
品
い
た
だ

き
ま
し
た
�
出
品
料
理
に
は
作
り
方
な
ど

が
書
か
れ
た
料
理
カ
�
ド
が
つ
き
�
出
品

者
の
皆
さ
ん
が
�
そ
の
料
理
を
ど
ん
な
と

き
に
作
る
の
か
�
思
い
出
な
ど
を
添
え
て

も
ら
�
て
い
ま
す
�
一
枚
一
枚
読
ん
で
み

る
と
�﹁
母
が
作
�
た
味
を
思
い
出
し
て

作
り
ま
す
﹂や﹁
孫
が
喜
ん
で
く
れ
ま
す
﹂�

ま
た
�﹁
家
族
の
健
康
を
考
え
て
﹂
と
作
�

た
料
理
が
家
族
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
�
誰

か
の
こ
と
を
思
�
て
作
�
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
り
�
お
な
か
以
上
に
心
が
満
腹
�
幸

せ
な
気
分
に
な
り
ま

し
た
�

▼
今
号
は
�
川
西
地
域
の
小
白
倉
に
光
を

当
て
た
特
集
で
し
た
�
６
月
10
日
号
は
松

代
地
域
の
特
集
で
し
た
が
�
こ
れ
ら
は
市

報
リ
ニ
�
�
ア
ル
後
の
�
地
域
の
魅
力
を

引
き
出
そ
う
と
す
る
取
組
み
の
一
環
で

す
�
ま
た
�
そ
の
内
容
は
�
市
全
体
に

と
�
て
も
意
義
の
あ
る
も
の
に
な
�
て
い

ま
す
�
そ
し
て
�
こ
の
地
域
特
集
は
�
支

所
の
担
当
者
が
素
材
の
選
定
か
ら
�取
材
�

写
真
撮
影
�
編
集
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
作
業

を
行
い
ま
す
�
特
集
は
�
一
つ
の
こ
と
を

掘
り
下
げ
て
記
事
に
し
ま
す
の
で
�
取
材

を
し
て
い
て
新
た
な
気
づ
き
や
学
び
が
多

く
あ
り
ま
す
�
そ
の
気
づ
き
を
ア
ピ
�
ル

し
よ
う
と
奮
闘
し
て
い
る
わ
け
で
す
�
内

容
と
と
も
に
�
そ
ん

な
職
員
の
姿
勢
が
伝

わ
れ
ば
幸
い
で
す
�

　
８
０
２
０
運
動
と
は
、「
80
歳
に
な
っ

て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
と
う
」
と

い
う
運
動
で
す
。
市
で
は
、「
生
涯
自
分

の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
て
、
楽
し
く
生
き

生
き
過
ご
せ
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
、
８

０
２
０
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
、「
い
き
い
き
人
生
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
表
彰
を
受
け
た
春
日
謙

造
さ
ん
（
82
歳
）
は
、
歯
の
健
康
の
た
め

に
次
の
こ
と
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

①
間
食
は
決
ま
�
た
時
間
に
食
べ
る

②
歯
み
が
き
は
電
動
歯
ブ
ラ
シ
の
他
に
�

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
�
舌

ブ
ラ
シ
な
ど
の
清
掃
用
具
も
活
用
す
る

③
年
に
１
回
は
�
か
か
り
つ
け
歯
科
医
で

歯
石
や
歯
の
汚
れ
を
取
り
除
く

④
口
の
中
で
気
に
な
る
こ
と
は
�
早
め
に

か
か
り
つ
け
歯
科
医
に
相
談
す
る

　
春
日
さ
ん
は
28
本
全
て
自
分
の
歯
で
、

「
硬
い
も
の
で
も
何
で
も
食
べ
ら
れ
、
趣

味
の
書
道
と
野
菜
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
」
と
、
満
面
の
笑
み
で
話
し
ま
し
た
。

永
久
歯
は
、
失
う
と
二
度
と
生
え
て
き
ま

せ
ん
。
春
日
さ
ん
の
実
践
例
を
参
考
に
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
、
自
分
の
歯

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
十
日
町
市
歯
科
保
健
計
画
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い

【
コ
ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者
】

新
潟
県
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

○
優
秀
賞

：

宮
澤
弘.

江
さ
ん
・
陽ひ

和よ
り

さ
ん

（
北
新
田
２
・
写
真
左
中
・
左
下
）

※
３
歳
６
か
月
児
健
診
で
む
し
歯
の
な

か
っ
た
母
子
の
中
か
ら
推
薦

新
潟
県
い
き
い
き
人
生
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル

○
奨
励
賞

：

西
川
勝
二
さ
ん（
四
日
町
３
・

写
真
左
上
）

○
奨
励
賞
お
よ
び
８
０
２
０
推
進
財
団
理

事
長
賞

：

春
日
謙
造
さ
ん（
春
日
町
１
・

写
真
右
上
）

ぐる
り川西

(つ)

健康支援課母子保健係
TEL757-9759問合せ
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　友太（ゆうた）お兄ちゃんといつもいっしょの歩ちゃん。
秋は２人でお芋掘り遠足に参加しました。来年はそろって
保育園に入園予定で今からドキドキです。

　いつもダンスやおままごとをして遊んでいる友花ちゃん。
ママが買ってくれた子ども用の包丁でお手伝いするのが大好
きです。また家族でディズニーランドに行くのが楽しみです。

　今月100歳を迎える髙木さん。以前は自身
でも髙木蕪

ぶ

雨
う

の雅号で川柳を詠んでいて、川
柳仲間からは「100歳」をテーマにした作品
集が届きました。目も耳も健在で、ときおり
届く絵ハガキなどの小さな文字もメガネなし
で読んでいます。楽しみにしているのは、毎
晩のお酒とデイサービスでの仲間との会話。
長生きの秘訣は、冗談を言うなど「明るく過
ごすのがなにより」とのことです。

齋
藤
　
歩
ち
ゃ
ん

栢
森
　
友
花
ち
ゃ
ん

さ
い
と
う
　
あ
ゆ
む
ち
�
ん

平
成
23
年
8
月
1
日
生
ま
れ

四
日
町
2

︵
写
真
左
︶

か
や
も
り
　
と
も
か
ち
�
ん

平
成
21
年
8
月
3
日
生
ま
れ

昭
和
町
１

髙木　平八さん（十日町栄町・99歳）

渋海川の瀬替え編

～健康食品の送りつけ商法～ 8

(石)

至柏崎

渋
海
川

至十日町
　　市街

小白倉

小脇

252

403

403

　道の駅
●瀬替えの郷せんだ

渋海川の瀬替え

叅

８は

ち

０ま

る

２に

い

０ま

る

運
動
で

　
　
歯は

っ
ぴ
ー
す
ま
い
る
！

　
渋
海
川
は
、
仙
田
地
区
（
小
脇

〜
小
白
倉
）
を
貫
流
す
る
全
長
約

70
㎞
の
一
級
河
川
で
、
長
野
県
境

に
あ
る
三
方
岳
付
近
に
端
を
発
す

る
「
瀬
替
え
」
で
有
名
な
川
で
す
。

山
間
部
を
流
れ
て
い
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
か
つ
て

は
平
野
で
あ
り
、
蛇
行
し
て
流
れ

て
い
た
川
に
数
百
万
年
の
間
で
大

地
が
褶
曲
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

渓
谷
を
作
り
な
が
ら
蛇
行
す
る
今

の
渋
海
川
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た

の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
自
然
が
作
り
出

し
た
流
れ
は
、
農
民
に
耕
地
不
足

や
洪
水
被

害
と
い
っ

た
試
練
を

与
え
ま
し

た
。
そ
こ

で
江
戸
時

代
前
期
こ

ろ
か
ら
明

治
期
に
か
け
て
曲
流
部
を
埋
め
立

て
て
耕
地
と
し
、
そ
の
代
わ
り
に

直
線
の
新
し
い
流
れ
を
作
り
出

す
「
瀬
替
え
」
の
大
工
事
が
14
か

所
で
行
わ
れ
た
の
で
す
（
左
図
）。

３
０
０
年
に
も
わ
た
る
血
涙
を
絞

る
よ
う
な
難
工
事
を
通
し
て
良
田

約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
得
ま
し
た
。

渋海川の瀬替え
Ａ）今の渋海川

Ｂ）昔の渋海川

注
今の渋海川
昔の河床。現在水田など

→

1
2

3 4

5

6 7

8

9

10

11
12 13 14

　大学生の花子が帰宅すると、祖母うめがふさぎ

込んでいました。

《花子》おばちゃん、どうしたの？

《うめ》さっき、知らない会社から電話があって、

注文した健康食品を送るって言わんだて。オラ、

注文した覚えはないやんだども、録音してある

って言われてそ。それでも必要ないって断った

ら、詐欺だから裁判するって言わんそ。だっけ

ん、恐くなって送ってもらうことにしたんだて。

明日、代金引き換え払いで発送するから、３万

８千円用意するように言われたんだどもそ…。

《花子》会社の名前とか、電話番号とか聞いた？

《うめ》言ってたけども、分からねかった。

《花子》この電話機は、発信元の電話番号の履歴が

残るのよ。相手の電話番号が分かるかもしれな

いわ。とにかく、市役所の消費生活相談窓口に

相談しましょう。

　　　　　　　注文していない場合は、「注文して

ません」とはっきり言って電話を切りましょう。

それでも商品が送られてきた場合は、送り主の住

所・会社名・電話番号をメモし、商品を受け取り

拒否した上で、市役所の消費生活相談窓口にご相

談ください。

【注意情報】本年度、投資に関する相談が全相談件

数の１割を超えています。「カンボジアの農業耕作

地の使用権」、「ソフトウェア」、「証券」、「仏像」の

販売などです。代わりに買ってくれたら高値で買い

取るなどの“おいしい話”にはご注意ください。

●問合せ：十日町市消費生活相談窓口

　　　　　（産業政策課商工振興係内☎757-3740）

　　　　　平日／午前９時～午後４時

アドバイス
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　「
な
か
さ
と
食
の
文
化

祭
」
に
、53
人
・
４
グ
ル
ー

プ
が
計
97
品
を
出
品
し
、

正
月
ご
っ
つ
ぉ
御
膳
や
秋

野
菜
を
使
っ
た
料
理
な
ど

が
テ
ー
ブ
ル
に
並
び
ま
し

た
。
来
場
者
は
作
り
方
を

メ
モ
し
た
り
、
出
品
者
に

コ
ツ
を
聞
い
た
り
し
な
が

ら
、
交
流
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　市街地にも史跡がたくさんあるということで、観光ガ

イドの会の案内によりその歴史に触れてもらうイベント

が開催されました。参加者は、身近にあった知らない歴

史に興味津々でした。（　 金子又市さん）

　ロンドンパラリンピック出場の樋口政幸さん（鉢出

身）が生まれ故郷で講演。事故に遭ったときのつらい

気持ちや、車椅子マラソンとの出会いなど、盛りだく

さんのお話がありました。子どもたちからの質問攻め

の後、最後に腕相撲をした中学生は、あっという間に

負かされてしまいました。（　 門脇洋子さん）

　交通安全大会

に約800人が集

まりました。第

１部の講話では

交通安全につい

て楽しく学び、

第２部では和太

鼓演奏に舞踊、県警音楽隊とカラーガード隊のマーチ

ング演奏などに歓声が上がっていました。

松
　
代

十
日
町

交通安全の願いを音楽にのせて

駅地下ギャラリーに石彫が登場

10月27日㈯：松代総合体育館

11月1日㈭～：十日町駅地下ギャラリー

　駅はまちの玄関です。そんな十日町駅の地

下連絡通路に石彫作品がお目見えました。作

品は「十日町石彫シンポジウム」の招へい作

家と、市民彫刻教室から発足した「十日町石

彫会」会員が制作したものです。石彫のまち

を象徴する、新たな駅の顔が誕生しました。

　
市
内
の
園
児
を
対
象
と
し

た
無
料
水
泳
指
導
が
年
間
を

通
じ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

16
日
に
は
慈
光
保
育
園
の
園

児
18
人
が
参
加
。
施
設
長
の

上
村
紗
智
さ
ん
（
34
歳
）
は
、

「
幼
い
子
ほ
ど
、
水
に
す
ぐ

慣
れ
ま
す
。
落
水
時
の
身
を

守
る
た
め
に
も
参
加
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

強すぎる！パラリンピック出場選手！
10月17日㈬：吉田中学校

十
日
町

見
て
、
食
べ
て
、
会
話
し
て
食
の
文
化
に
触
れ
る

中　里
10
月
27
日
㈯
：
中
里
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ユ
ー
モ
ー
ル

【23ページ「歴探！」くずし字村名クイズ答え】
…椌木村

無
料
水
泳
指
導
で
楽
し
く
水
遊
び

10
月
16
日
㈫
：
十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

十日町

十
日
町
ガイドと巡る街中の面白史跡たち

10月10日㈬：中心市街地

川
　
西

市
　
内

松
之
山

元気を届けてきたよ！

食が人気だった「第５回十日町産業フェスタ2012」

都会のオーナーたちが貸農園で稲刈り10月19日㈮：健康倶楽部たちばな（仁田）

10月20日㈯・21日㈰：キナーレ・クロステン

10月13日㈯～ 14日㈰：湯山ふる里貸農園　橘保育園の園児が「健康倶楽部たちばな」を訪問。

元気いっぱいの踊りや、かわいらしい小さな手での肩

もみなどに、涙を流して喜んでくれる人も。おじいちゃ

んおばあちゃんからは、お礼に手作りノートがプレゼ

ントされました。

　今年のテーマの「職・織・食―Shockingだぜぇ！」

の中で、食が一番人気でした。十菓町シフォンケー

キ秋コレクションでは、用意された350セットが

あっという間に完売。子どもたちも、おしゃべりを

しながら楽しそうに食していました。

（　 南雲信二さん）

　湯山ふる里貸農園の稲刈りには、子どもから大人

まで都会のオーナーたち75人が参加しました。13

日は、地元の女性陣が腕を振るった昼食に舌鼓を

打った後、お米の出来具合を確かめながら稲刈り作

業を楽しみました。
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■ 人　口  58,969人（－59）  男  28,679人（－24）  女  30,290人（－35）
■ 世帯数  20,147世帯（－４） 10月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

89

貝
野
小
学
校

南雲　璃
り

力
お

さん（１年）
　気に入っているところは、真ん中にある金色のひこうきです。がんばったところは、おりがみをのりではったところや、えのぐやクーピーで絵をかいたことです。

　
デ
ン
セ
ツ
の
ひ
こ
う
き

南雲　日
ひ

鶴
づる

さん（２年）

　月の上にネコがいたら、かわいいと思

い、ネコを月や星の上にのせたところを

工夫しました。段ボールをこまかく形通

りに切るところをがんばりました。

　
よ
る
の
ま
ち

桑原　和
かず

希
き

さん（６年）
　本が好きなので、図書室を描きました。本を1冊ずつ色分けしてぬったら、本物みたいになりました。テーブルや本棚の立体感が出るように、よく見て描きました。

　
本
を
た
く
さ
ん
借
り
た

　
　
　
　
　
　
　
　
図
書
室

　
「
ヘ
チ
マ
の
世
界
」
に
行
っ
た
と

こ
ろ
を
か
き
ま
し
た
。
大
き
い
ヘ
チ

マ
を
し
ゅ
う
か
く
し
た
り
、
つ
る
に

登
っ
て
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
様
子

が
伝
わ
る
よ
う
に
か
き
ま
し
た
。ヘチマの世界

吉
樂
　
理り

名な

さ
ん
（
４
年
）

　

工
夫
し
た
と
こ
ろ
は
、
ひ
ま
わ
り

の
色
と
つ
る
で
す
。
ひ
ま
わ
り
の
色

は
ク
レ
ヨ
ン
を
使
っ
て
、
点
々
で
か

き
ま
し
た
。
つ
る
は
曲
が
っ
て
い
る

様
子
が
分
か
る
よ
う
に
か
き
ま
し
た
。さけさけひまわり！

樋
口
　
聖せ

い

悠ゆ
う

さ
ん
（
３
年
）

■ 人　口  58,969人（－59）  男  28,679人（－24）  女  30,290人（－35）市民の動き

　

つ
い
つ
い
走
っ
て
し
ま
う
廊
下
を

描
き
ま
し
た
。
教
室
の
戸
を
本
物
と

同
じ
よ
う
に
ぬ
れ
ま
し
た
。
光
が
当

た
る
と
こ
ろ
は
う
す
く
、
か
げ
に
な

る
と
こ
ろ
は
こ
く
、工
夫
し
ま
し
た
。かけまわった廊下

井
ノ
川
　
赳

た
け
る

さ
ん
（
５
年
）
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